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祝　世界遺産登録！
富岡製糸場と絹産業遺産群





民間事業者が国の補助対象となった事例　～ビエント高崎展示会館（ビッグキューブ）～
� 高崎卸商社街協同組合

　高崎問屋町地区は高崎市都市計画マスタープランにおいて、商業業務地であり流通系業務地区として位置づけ
られています。
　高崎問屋街は昭和42年、日本で第１号の卸商業団地「高崎問屋街」として完成以来、全国の卸団地の先駆けとして、国・県・
高崎市等関係当局の支援を得ながら、高崎卸商社街協同組合が中心となって今日までのまちづくりを推進してきました。
高崎問屋街センター展示会館は昭和41年、問屋街を中心に組合員の商品展示等を主な目的として建設されたものです。
　平成16年のJR高崎問屋町駅の開業に伴う小売業や飲食店の出店により、街の業態が急激に変化する中、新たな
都市基盤整備やマンション建設が進み、また大学も進出するなど、「商」と「住」が融合する新たな問屋街として生
まれ変わりました。このように問屋街全体が大きく変化する中、地区の集客の核として機能してきた問屋街センター
展示会館ですが、昭和41年に建設されたために老朽化が進んだことから、平成24年度に都市再生整備計画事業（地
方都市リノベーション事業）に位置付けて建て替えを実施し、都市機能及び交流機能の更なる強化を図りました。
　新展示会館は公募により「ビックキューブ」と名付けられ、地域活性化のシンボルとして、また、地域コミュニ
ティ活動の中核を担う「高崎副都心」のランドマークとして様々な利用を見込んでいます。

○ビエント高崎「ビッグキューブ」施設概要

　竣工：平成26年1月
　大型重機や印刷機器等の重量物展
示や、ＩＴ設備や音響設備の充実及
び大型スクリーンの設置等により、
組合員の販売促進のための共同施設
としてだけでなく、様々な利用も見
込まれています。







ワークショップの様子

ＮＰＯ活動を通した
� 「よりよいまちづくり」を目指して

１．ＮＰＯ設立の趣旨
　私たちＴＥＥＰ（Town・Ecology・Educate・Produce）は、公共事業コンサルタントとして経験と専門的
能力を備えた人材で構成し、「ワークショップ（以下、ＷＳと記す）の企画運営」や「地元まちづくりリーダーの育
成」また「設計技術に裏打ちされた住環境改善手法の提案」などを通して、地域の方々の「まちづくり技術」に関す
るレベルアップを図り、行政との課題解決に向けた「前向きな協働体制の構築を支援する」ことを目的として、平
成19年３月に認証されました。

２．これまでの主な活動
　平成19年度の高崎市・中央第二土地区画整理事業における事業計画の見直し検討を始めとし、これまで様々
な形でまちづくりＷＳの企画運営などのお手伝いをしてきました。
　最初にお手伝いさせていただきました中央第二地区は、地域の方々と行政との間で、事業に対する目的や意識
が乖離していたため、事業が停滞しておりました。そのなかで、私たちは実質４年間をかけ、地域の方々と様々
なＷＳを重ねることで、地域の意見やニーズを反映させた事業計画の変更にたどり着きました。
　まずＷＳを始めるにあたっては、反対意見を主張し続けたり、進行を妨害したりする方の参加も懸念されまし
たが、いざ実際に開催してみると、参加されたおおむねの方々はとても協力的で、かつＷＳの趣旨や目的を理解
され、前向きな議論を進めることができました。
　ご自分の意見を述べ、他の方々の意見を聞くという基本的なやりとりを、参加者全員がルールとして守ること
で、達成感や充実感を感じていたようです。
　現在中央第二地区では、順調な事業進捗が図られておりますが、このＷＳで地域意向の丁寧な反映という成果
が出せた要因は、構成メンバーが公共事業コンサルタントとしての技能を備え、地域の方々に対しても適切な意
見、提案ができるという私たちＮＰＯの特性を理解していただき、ＷＳの企画運営に大胆な裁量を与えてくださっ
た施行者（高崎市）のご理解がきわめて大きいものと感じております。
　その他の事例では、歩行環境の改善を目的とした「歩いて安心事業（群馬県主催）」や地区計画制度の啓蒙を目的
とした「まちづくりルール勉強会」、さらに昨年度からは「ＮＰＯ法人わんだふる」でもご活躍の赤羽潤子防災士の
ご指導をいただきながら、地域防災に関するＷＳもはじめており、設立以来15地区（地域）以上の「まちづくり」
に関わらせていただいております。

� ＮＰＯ法人ＴＥＥＰ代表　齊田典之

３．これからの目標
　小生が市街地整備コンサルタントの端くれとなってから約30年以上経ち
ましたが、これまでにまちづくりの手法は様々に変化してきました。また、
より注意すべきことは「まちづくりの目標の変化」であります。
　農村でない「都

ま ち

市づくり」を目指した「高度成長期」にはじまり、その後垢
あ か ぬ

抜け
した「街

まち

づくり」を目指す時代が長く続きましたが、人口の減少が前提条件となっ
た現在では、農村も都市も等しく、地域の方々が住みやすいと感じる「よりよ
いまちづくり」を目指す時代となりました。
「よりよい」と感じるには、画一的で絶対的な価値観ではなく、柔軟で相対的な
価値を評価することが求められると思います。拠点的都市機能構築といった絶
対的な事業目的のエリアは別として、「住みやすさ」とは、そこに住む人が主体
として感じるものであり、誰かが決めるものではないと思います。
　これからも私たちは、ＷＳや勉強会などを通して、地域の方々の声を聞き取り、
行政との「前向きな協働体制」を作り上げるお手伝いを続けたいと思います。
　そして、ＷＳ終了後に「今日は参加して本当によかったよ」と言って握手を
求めてくださる方が一人でも増えることを目標、励みとして、一層の努力を
続けたいと思います。

投稿



マーチィ’s ROOM
マーチィに訊け！
●群馬地名由来の探求●

マーチィ VOICE

マーチィの掲示板

●ファシリテーターの紹介●

マーチィ

　なかなか読みづらいこの地名は、間野谷町（あいのやちょう）と読み、旧赤
堀町だったんだよ。間野谷町には、北は一本杉から稲荷神社にかけた部落と南
は二本松あたりを中心とした部落があったんだ。北の部落には西

さ い し か だ

鹿田の苗字の
家が多く、南の部落には国

く に さ だ

定村の苗字の家が多くあって、間野谷とは、この北
と南の野の出合う所の谷という意味から由来しているんだよ。永禄年間に鹿田
村と国定村の境が決められ、北と南の間の野の出合う無人の土地に人が住むよ
うになり間野谷がつくられたんだよ。
� 参考資料：「わたしたちの地名ぐんま」（社）群馬県子ども育成団体連絡協議会発行

� 『ふじおか市民討議会』　実行委員会　委員長　田口　勇夫
� 企画　桐渕　　崇

　平成25年度の「パートナーネットワーク講座」を受講し、大下教授や
滝沢さん、また県内の広い地域の方々と共に受講でき大変有意義に過
ごすことができました。
　現在、私たちは藤岡市で「ふじおか市民討議会実行委員会」及び「会議
ファシリテーター普及協会　藤岡支部」でまちづくり活動をしています。
「ふじおか市民討議会」においては、過去６年の実績があり今年で7年
目となりますが、大きな変革期を迎えています。そもそも「ふじおか市

民討議会」は、＜藤岡青年会議所（JC）＞と＜藤岡市（行政組織）＞の協働理念に基づく「協定」により運営
されていました。しかし、昨年この協定は満期を迎え今年より市民が主体となって活動をしなくてはな
りません。現在、実行委員の市民有志は『誰もが参加できる楽しいまちづくり』を模索しています。
　「会議ファシリテーター普及協会　藤岡支部」においては、昨年は自治体職員向けの研修や企業向けの
研修、また自分たちのスキル向上を目的とした研修を行いました。そして今年は、藤岡市の市制施行60
周年記念事業として、「市内の子供達に語ってもらう場」を企画しています。自分たちの（ふじおかの）夢
や未来像を子供たちに語り合ってもらうことで、より地域に関心を持つきっかけとなるとともに、コミュ

ニケーションの向上を目的としたサロンとなります。
　『楽しいまちづくり』の活動を通して地域の役に立ち、また『パートナーネットワーク講座』を受講された方々とも今後も繋がっていけ
たらと思います。

藤岡市ホームページ企画課　ふじおか市民討議会	 http://www.city.fujioka.gunma.jp/kikakuka/f_kikaku/shimin-tougikai.html
ふじおか市民討議会オフィシャルサイト	 http://www.fujioka-tgk.k-o-m-a-n-e-k-o.jp/
会議ファシリテーター普及協会　藤岡支部	 http://www.mfa-fujioka.zone-f.jp/

ねぇ、マーチィ。読み方が難しい
� “伊勢崎市間野谷町”について教えてクリ！

まち 's クリ

平成26年度パートナーネットワーク講座受講者募集中！
　今年もパートナーネットワーク講座を開催します。この講座は、住民主体のまちづくりを推進していく上で、参加者の意思統一を図
るために用いられる手法「ワークショップ」の技法を習得し、まちづくりリーダーを育成しようとするものです。
　実践的な講座の中で、まちづくりに必要な知識・技術を楽しみながら学ぶことができます。
　市町村職員の方はもちろん、まちづくりを実践している
方やまちづくりに興味を持っている方など、是非参加して
みてください！

【入門編（県庁）】
　８月28日（木）・29日（金）
【発展編（渋川市）】
　10月３日（金）・４日（土）
【応用編（みどり市）】
　11月７日（金）・８日（土）

参加申込は、各市町村
都市計画課又は、群馬
県都市計画課まちづく
り推進係までお願いし
ます。
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田口勇夫さん

講座の様子

桐渕　崇さん



【お問い合わせ先】
　群馬県県土整備部都市計画課まちづくり推進係　TEL 027－226－3665　URL http://www.pref.gunma.jp/06/h5810001.html

有料広告を随時募集しています。詳細につきましては、下記のお問い合わせ先まで、お気軽にご連絡下さい。

第51回　桐生八木節まつり（桐生祇園祭）
桐生祇園祭りは、歴史的な町並みが残る桐生新町地区で、約350年に渡り続い
ている伝統的な行事で、現在は八木節祭りと合わせて行われています。歴史や
伝統、文化・まちづくりを大切にしていく桐生人の心意気を示すお祭りです。
■ 8月1日（金）～8月3日（日）
　時間はイベントによって異なります（八木節踊りは毎日午
後７時頃から）
■市内本町通り、
　錦町、末広町ほか
【お問い合せ先】
桐生市産業経済部観光交流課
℡ 0277－46－1111
（内線367）

今だからこそつながろう　福 幸 市（ふっこういち）
沼田市中心市街地のにぎわい創出の為、気仙沼支援物産市・姉妹都市下田物産市・
地元朝どれ野菜利根実高校生徒販売会、その他廉売市が行われます。イベント
…気仙沼海産物やサンマが当たる福引、カラオケ教室・発表会、まちなか散歩
参加者募集（後日実施）、【現時点の概要ですので詳しくはお問い合せ下さい】
■ 9月15日（祝）10：00～16：00
■沼田市中町　六斎広場
　（国道120号市役所入口
　 交差点）
【お問い合せ先】
中の会商店街振興組合
理事長　中島庸一
℡ 0278－22－005

赤煉瓦倉庫実験活用22
「昭和レトロな手ぬぐい展」

歴史資産を活かしたまちづくりに取り組んでいる「まちづくり
玉村塾」が行う昭和レトロな手ぬぐいを赤煉瓦倉庫で展示しま
す。（玉村宿まち歩きスタンプラリーは 26日のみ開催。午後
１時～４時　雨天中止）
■ 7月26日（土）～7月27日（日）
　13：00～19：00
■桐生信用金庫赤煉瓦倉庫
（玉村町下新田国道354号沿い）
【お問い合せ先】
事務局　玉村町生涯学習課文化財係
℡ 0270－30－6180

まちづくり イベント情報

　今回の 84号から編集を担当させて頂くこととなりました、新井
と申します。
　まちづくりの知識はまだまだ乏しいですが、いろいろなものを見
て・感じて情報を収集していきたいと思っています。
　８月に開催されるパートナーネットワーク講座に、今年は受講生
の一人として参加予定です。そこで一人でも多くの読者の方々とお
会いできるのを楽しみにしています。「おッ!!まっちぃ～」ともども、
よろしくお願い致します。� 新井　祐美

マーチィの独り言


